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争φや8月の納税争参令
市民税・集民税の1期分です

今持qn詩張徴収l草、次のとおり行者いますので
ご約湾ください。
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鴨
嬬
学
す
る
開
尚
北
抵
の
交
滞
期
山
演
会

終
線
開
の
た
め
、
請
で
は
数
回
に

わ
た
守
交
浴
後
会
対
策
協
議
会

を
際
蹴
出
し
て
こ
の
側
州
側
削
に
数
ち

組
ん
で
ま
い
ち
ま
し
た
。

こ
の
結
期
京
大
月
一
日
か
ら
品
開

瞥
樹
併
殺
炎
の
権
限
に
よ
号
、
市

内
町
開
問
遂
な
制
判
七
臨
吋
か
ら
八
時

ま
で
の
一
時
聞
大
毅
市
平
隊
の
衆

争
入
れ
が
禁
止
に
な
れ
ノ
ま
し

た。
こ
れ
は
、
双
J
率
引
沼
地
造
成
あ

る
い
は
い
ろ
い
ろ
な
閲
必
の
た

め
絞
め
立
て
、
国
間
誠
に
嶋
氏
う
た

め
の
紗
潟
、
教
相
制
材
生
守
の
品
鞠
滋

が
多
く
な
号
、
火
線
療
の
遜
行

も
品
川
設
に
揃
唱
え
て
お
号
ま
す
。

こ
れ
ら
の
資
材
を
務
総
ず
る

た
め
、
論
胤
尚
が
災
後
し
な
い
恩

師
朝
、
深
夜
に
m
行
な
っ
て
い
る
一
政

も
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
紛
の

滋
勤
.
通
学
す
る
方
が
柑
革
命
い
抑
制

市
内
の
態
道

る
七
臨
吋
か
ら
入
臨
時
間
引
ま
で
の
附
開

ぷ
滋
滋
ず
る
大
創
出
率
が
多
レ
れ
か

め
、
明
湖
時
?
?
る
出
品
潟
県
の
安
全
を

確
保
す
る
と
い
う
開
地
地
か
ら
こ

の
措
置
を
議
じ
ま
し
た
。

全
域

ιわ
た
り

先
に
市
内
五
つ
の
小
牧
校
を

山
中
心
と
す
る
玄
百
メ
ー
ト
ル
問
問

中
刀
合
対
品
離
し
て
行
な
っ
た
見
ク

ー
ペ
ソ
i
ン
弔
制
制
七
時
か
ら
八

時
ま
で
の
交
遜
規
制
制
も
こ
れ
ら

学
問
ん
を
守
る
こ
k
か
ら
始
め
た

わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
に
市
内
の
同
町
議
会

絡
に
わ
た
っ
て
火
祭
阜
の
遂
行

禁
ゑ
主
い
う
交
淡
棚
腕
抑
制
を
し
ま

す
と
志
向
的
会
社
等
に
は
、
火

祭
ご
途
市
部
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
然
資
制
開
柑
殺
と
い
う
姿
勢

に
た
っ
て
よ
ろ
し
く
ど
協
力
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
潟
市
内
申
会
社
、
総
務

命
中
の
後
相
慨
に
山
弘
、
こ
の
交
遜
幾

制
制
令
広
く
や
mM内
の
関
係
容
に
も

周
知
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お

荻
い
い
た
し
ま
す
。

後
慣
に
よ
り
よ
い
形
で
残
そ
う

制
執
叫
織
は
文
化
の
悶
品
葱
を
う
け

て
そ
の
や
明
、
松
山
泌
を
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
文
化
総
合
阻
郎
知
叫

し
、
後
批
に
よ
ち
よ
い
形
で
絞

め
執
し
吃
い
く
こ
と
も
ま
た
、
怒

鳴
球
の
資
械
部
で
み
る
と
思
い
ま

、す。
ふ
巾
で
は
、
市
内
に
符
殺
す
る
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4
で
は
期
制
作
問
、
4
7
学
、
維
な
方
は
ぜ
ひ
こ
れ
ら
わ
で
液
量
消
の
悶
見
込
み
の
あ

明

一
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一

一

一

叩

…

て

均

等

学

校

に

夜

学

す

る

か

制

制

笈

を

利

用

し

て

く

だ

さ

る

者

一

…

同
一
一
役
で
経
済
的
潔
惑
に
よ
り
い
。
品
ゆ
僚
出
純
金
の
後
銭
円
か
同
制
比
一
一

一

…

一

授

や

が

削

悶

叫

絡

な

方

に

対

で
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翁
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L
、

宝

蓄

貸

付

し

て

お

③

い

は

ほ

若

手

傘

喜

一

け

一

一

時
一
ケ
憾
な
人
の
育
成
を
殴
る
た
m
w
貸
付
を
受
け
る
日
の
一
て
な
い
考
一
一

一

一

一

め

に

附

鮮

学

貸

付

金

一

一

日
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一
資
金
位
以
品
目
つ
健
学
資
金
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貸
付
制
変
i
i
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献
酬
は
バ
同
一
一

立

基

金

制

制

度
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i
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月
額
鶴
子
円
か
ら
六
千
円
ま
で
L
出
品
か
ら
大
川

町

一

一

が

あ

り

ま
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日
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一

一

目

す
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年

前

か

ら

制

引

き

絞

き

本

千

円

潟

絞

殺

間

関

千

削

川

で

す

目

立

、

=

叩
明
こ
の
修
学
資
金
の
紋
付
市
に
佳
一
紛
が
あ
れ
ヮ
、
か
返
組
問
方
位
伯
仲
同
、
学
校
卒
一
一

閉
山
制
淡
を
お
局
さ
れ
て
い
る
つ
仲
間
民
法
本
台
隠
の
幾
殺
し
て
か
ら
六
年
以
内
に
一
一

一
一
一
方
は
壌
か
ス
憎
ん
主
名
、
交
に
よ
っ
て
本
市
に
認
、
金
殺
し
て
い
た
だ
く
こ
と
=

由

一

一

一

一

一
一
一
高
校
俊
一
名
お
り
ま
す
白
持
さ
れ
て
い
る
方
に
な
哲
也
ま
す
。
時
議
に
つ
一
一

叩
同
が
、
学
資
金
の
磁
出
障
が
滋
②
縫
嫌
で
あ
り
窓
探
知
期
焚
い
て
は
福
祉
事
務
所
へ
。
一
一

四
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す
〈
片
山
貯
の
う
ち
文
花
的
問
、
眠
時
史

的
問
、
掌
儲
附
仙
川
げ
い
蹴
捌
紺
拠
あ
る
重
要

な
も
の
に
つ
い
て
も
榔
抑
制
品
‘
瑚
問

中
交
研
究
す
る
主
と
も
に
、
そ
の

融
持
存
お
よ
び
出
担
問
問
に
必
要
な
後

援
を
絞
め
る
た
め
に
文
化
叫
間
的

保
護
条
僚
を
出
制
緩
し
ま
し
た
。

文
作
均
叫
財
は
揃
象
的
な
文
化
と

い
う
加
持
組
燥
を
具
体
的
化
し
た
も

の
で
あ
る
と
い
っ
て
も
い
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
文
住
燃
は
、

総
遂
の
臼
常
生
溶
か
ら
絞
れ
た

と
こ
ゐ
に
あ
る
の
一
で
は
な
く
慾

務
そ
の
も
の
の
や
に
あ
る
た

め
、
尚
一
制
緩
に
変
化
す
る
我
柑
知
子

に
あ
っ
て
は
、
な
お
さ
ら
こ
れ

ら
文
化
燃
を
強
力
に
保
殺
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ち
ま
せ
ん
。

こ
の
条
例
に
滋
づ
い
た
後
祉

に
縫
承
す
べ
き
ぺ
文
化
財
い
の

綴
定
は
、
古
代
か
ら
比
較
的
文

化
の
柄
本
あ
え
て
い
た
と
実
智
賦
さ
れ

て
い
る
当
市
に
お
い
て
は
か
な

与
の
数
に
の
ぼ
る
と
み
ら
れ
ま

す。具
体
的
制
に
は
神
社
、
仏
関
駅
呼

の時間
A
織
物
、
齢
制
鋭
、
彫
刻
、
工

芸
品
、
議
籍
、
ふ
向
火
夜
、
そ
市

仙
胆
士
村
田
般
の
文
化
的
一
般
車
総
で
総
史

上
ま
た
は
、
世
再
出
附
上
総
伎
の
高

い
も
の
そ
の
抽
出
で
は
、
演
劇
、

音
楽
、

γ
ム
落
後
絞
め
齢
的
形
文
化

的
問
所
産
で
芸
品
開
上
総
描
闘
の
官
側
い

も
の
。
次
食
絵
、
信
仰
、
年
中

行
事
務
付
い
揃
附
す
る
腕
俗
渋
羽
田
お

よ
び
こ
れ
に
潟
い
ら
れ
る
衣

服
、
器
具
、
家
畿
そ
の
銭
的
紛

糾
汁
で
市
民
生
活
む
綾
移
の
瑚
暗
然

の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
た

い
・
も
の
。

さ
ら
に
、
災
塚
、
お
然
、
淡

隊
、
旧
活
、
動
物
、
織
物
、
品
峨

騒議

参加してみませんか

島之またも.ゲ

.6.. 
';z>; 鳥探騒麹

震
計
臥
物
で
学
枇
制
上
版
制
緩
あ
る
も

の
の
中
か
ら
滋
慾
き
れ
る
わ
け

で
す
。

受
ゑ
選
間
に
あ
た
る
米
月
十

一時
H

期
間
北
台
中
学
校
に
お
い
て

総
派
手
開
削
除
な
均
す
る
会
の
会
援

渡
辺
議
総
成
、
山
両
滋
臨
附
類
研
究

一
紛
の
笹
川
間
用
線
民
的
泌
氏
に
よ

号
、
金
一
校
生
徒
を
集
め
蹴
封
街
摘
出
り

生
側
聞
に
つ
い
て
や
、
観
察
、
後

瑞
棋
の
方
法
ぶ
つ
い
て
の
滋
照
明
会

が
閉
開
か
れ
ま
し
た
φ

そ
む
や
で
両
氏
は
中
部
災
の
蹴
同

州
聞
に
も
次
の
点
を
実
行
し
て
ほ

し
い
防
隊
凝
州
測
が
あ
号
ま
し
た
。

品
山
野
鳥
の
好
き
な
耐
火
の
な
る
本

を
自
宅
な
ど
に
纏
え
る

め
齢
制
御
崎
の
補
間
性
鞄
を
作
る

ω肉
同
肺
訴
ホ
智
大
組
出
に
す
る

手妻~~震で道主ぷカ)(，ガモ(渡辺容ん媛侠除草事事与線影)
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喜子縁について綴演する後知氏
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間
お
年
努
ハ
ソ
に
と
っ
て
「
年

一
念
」
は
‘
す
で
に
最
大
の
関
心

…
事
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す

一
が
、
あ
な
た
は
民
民
年
会
保
険

一
約
の
約
培
忘
れ
は
あ
ワ
ま
せ
ん

削
か
。

一
線
鶴
均
年
余
即
時
険
料
は
、
納
め

…
ω
忘
れ
て
に
年
を
滋
ぎ
る
と
狩
州
問

一
に
な
っ
て
、
約
め
た
く
て
も
約

一
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
し
か

一
し
、
時
効
に
よ
っ
て
品
約
め
ら
れ

一
な
く
な
っ
た
備
期
間
が
あ
る
た
め

幽
に
年
余
が
受
け
ら
れ
一
た
い

ι

一」

か
、
年
金
額
が
少
な
く
な
る
人

の
た
め
に
総
釣
納
付
と
い
う
鵬
最

後
の
ダ
ャ

Y

A
が
あ
れ
ソ
ま
す
。

五
十
五
歳
以
上
の
方
は

国民年金

ひ治あ

来
線
分
を
納
め
て

指
調
欄
間
の
年
金
を

報
こ
の
斡
村
側
出
品
制
付
は
、
問
崎
町
相
一
一
一

十
六
年
四
月
か
ら
現
復
ま
で
の

絞
め
絞
れ
て
時
効
に
な
っ
た
保

険
料
で
も
、
本
年
六
月
一
一
一
十
契

広

畿
の
機
会

保
険
料
の
納
め
忘
れ
分
は
早
目
に
・
.. 

ま
で
に
後
っ
て
来
続
鎖
倒
同
一
角

白
川
に
つ
き
関
口
百
五
十
即
日
的
伯
祐
時
間

創
刊
で
約
め
ら
れ
ま
す
。

紛
ら
忘
れ
た
分
を
約
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
年
金
を
受
げ
ら

れ
ム
な
か
っ
た
人
も
年
金
安
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
年

金
を
受
け
ら
れ
る
人
は
、
も
っ

と
多
く
む
年
金
い
か
う
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
号
ま
す
。

隣
近
所
の
人
が
み
な
年
金
を

受
け
て
い
る
の
に
一
人
だ
け
年

金
が
受
げ
ら
れ
な
い
グ
そ
ん

な
こ
・
と
に
な
っ
た
ら
大
変
ザ
小
学

な
こ
と
ぜ
す
。

絞
め
忘
れ
た
係
険
料
は
必
ず
，

六
月
三
十
日
ま
で
に
納
め
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

額
槻
間
関
年
金
の
納
入
も

れ
者
に
侵
払
舘
脇
市
捕
時
即
席

の
品
用
品
械
の
チ
ャ
ン
ス

総
枠
内
年
ム
取
に
加
入
す
べ
き
で

司山ぷ第三総選手{宝物えg"fl

あ
る
に
も
か
か
わ
ら

γ、
い
ま

だ
に
納
入
も
れ
と
な
っ
て
い
る

入
、
い
い
か
え
れ
ば
老
後
に
俗

的
年
金
も
受
け
ら
れ
な
い
人
が

ま
だ
か
な
ち
い
る
と
怨
い
ま

す
。
殺
は
、
混
在
の
年
金
に
相
相

当
す
る
怒
絡
役
も
ら
え
る
人

は
、
ご
く
わ
ず
か
で
、
総
淡
に

は
関
係
な
い
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
今
で
は
会
絞
や
γ
一

携
で
滋
く
人
殺
は
‘
除
往
年
金
や

共
務
総
会
に
加
入
し
、
後
然
、

布
陣
粂
な
ど
由
国
営
楽
に
た
ず
き
わ

る
人
達
は
糊
関
臨
均
年
金
に
加
入
し

て
、
議
後
は
す
べ
て
の
入
途
が

年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

9
ま
し
た
。
い
お
ゆ
る
脳
同
党
地
首

相
十
品
取
の
社
会
に
な
っ
た
わ
け
で

す。
こ
の
田
同
長
年
余
の
し
く
み

は
、
昭
和
一
応
十
六
年
に
悶
問
問
肉
体

金
が
舟
開
廷
し
た
と
主
に
よ
号
制
制

成
上
H
U

晴
雄
岬
賦
さ
れ
た
わ
け
で
す

子宮では、市E誌の方t乙賢建きれる草華美にと、新入務員か

ら事宇都宮モ察室員研修を行なっています。

ますます後雑{ちしつつある仕事に対L、いかに対応するか、

葉。俊民サーピスとはなにか、これらについて真剣に数号線ん

でいます。

刊
か
も
附
闘
臨
均
一
年
金
の
怨
入
も
れ
者

は
係
数
料
の
ホ
ホ
仙
制
審
開
問
徐
年
命
日

と
っ
て
も
年
金
を
受
け
ら
れ
ま

殺
ん
の
で
、
時
間
ゑ
な
が
ら
実
関

前
聞
に
は
、
ま
だ
『
間
同
氏
機
年

金
加
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。すぐ

畑
出
入
し
て

穣
険
料
の
納
付
費

穴
廷
の
湾
兇
相
談

六
月
の
夜
間
ル
捌
朝
刊
棋
は
次
の
n
H

震
で
日
行
な
い
ま
す
の
マ
ど
利
尽

く
だ
さ
い
。

時
間
開
は
い
ず
れ
も
午
機
九
時
吋

三
十
分
か
ら
十
二
時
一
一
一
十
分
ま

で
主
午
後
…
袴
か
ら
気
持
ま
で

で
す
。

加
入
も
れ
に
な
っ
て
い
る
人

は
、
同
関
紙
h
年
金
が
幾
漉
し
た
品
川

臨
吋
年
金
制
間
際
に
対
す
る
田
研
師
貯
が

な
か
っ
た
な
ど
の
療
機
か
ら
加

入
せ
ず
、
そ
の
時
摂
も
市
か
ら
の

匁
入
勧
奨
に
も
応
じ
な
い
で
輔
封

殺
に
護
っ
た
と
開
制
い
ま
す
。
こ

れ
ら
叙
入
も
れ
由
か
た
に
k
っ

て
舟
僚
が
年
A
粧
品
管
受
け
る
た
め

の
最
後
の
撒
棋
会

ιな
9
ま
す
。

い
ま
す
ぐ
に
加
入
の
手
続
き

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
Q

三
十
五
殺
以
上
は
猶
予
な
し

絡
に
現
在
三
十
支
段
以
上
の

人
は
、
年
金
会
受
け
る
人
の
た

め
に
N

抑
制
紫
な
年
数
の
関
係
か
ら

本
紙
ゐ
六
月
一
一
一
令
認
を
す
ぎ
る

主
教
え
切
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

き
っ
そ
く
制
出
入
し
て
く
だ
さ

菊

箇

贈

呈

「
花
い
っ
ぱ
い
漆
紛
い
を
進

め
る
た
め
湖
必
菊
花
会
で
は
4
4

年
も
次
や
と
お
れ
ワ
指
南
獄
中
小
〈
大

数
料
開
、
ム
T
情期〉
h
v
h

愛
好
者
母
方

に
欄
間
悶
巡
い
た
し
ま
す
。

V
師
同
錦
町
開
閉
山
相
同
悶
十
七
年
六
万

十
一
円
ロ
ハ
門
口
蹴
隣
自
)
午
後
一

体
吋
か
ら

wv
場
所
持
仏
博
開
子
中
市
中
仙
町

湖
品
品
保
管
怒

wv
叫
閥
塁
本
数
約
一
千
本

二
人
鳴
り
支
本
先
滋
持
制
〉

一小削
m犬
の
収
集
は

ー
毎
週
水
曜
塁

い
ら
・
な
く
な
っ
た
火
は
放
し

燦
い
に
し
な
い
で
市
役
所
へ
絞

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

日
小
愛
犬
の
収
銀
u
H
は
、
今
ま

で
の
第
一
、
第
一
一
一
水
溶
隠
か
ら

い
憶
滞
期
水
醐
隅
毘
に
波
わ
ち
ま
し

た
。
持
っ
て
き
て
い
た
だ
く
と

き
は
笈
午
ま
で
に
お
綴
い
し
ま

す
。
。
不
問
m火
紋
祭
日
に
耕
作
っ
て
き

-
h

九
品
八
は
}
一
綴
一
札
一
点
出
け
で
買
い

上
げ
ま
す
り
で
向
附
鍛
を
ど
持

参
く
だ
さ
い
。

。
曲
以
し
綴
い
を
し
て
同
捕
獲
寄
れ

た
み
〈
の
返
遼
手
数
料
は
一
一
開
閉

に
つ
き
…
子
"
で
す
。

仇
ツ
だ
央
の

た

く

や

民

す

わ

て

、

市

ま

に

て

は

、

い

関
占
誌
で
て
て

緑

町

役

市

け

れ

5

に

。

絞

ば

ら

殺

す

を

官

脅

か

綴

ま

j

き

絞
唱
H

い

腐

だ

会

教

て

文

た

式

的

い

北

い

徐

浴

だ

ん

ぷ

て

惑

っ

た

「

し

務

づ

い

に

間

用

品
品
聞
け
と
舘
制
利

政

万

い

災

に

伐

さ

公

方

wv 子
供
向
け
狭
餌
会

割
問
少
年
十
情
相
談
線
開
滋
絡
協
議
会

の
土
内
相
植
で
小
学
生
出
向
ゆ
り
の
験
期
間

会
在
行
な
い
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

V
六
月
八
呂
柴
柏
崎
将
年
鎗
で

午
後
五
時
吋
か
ら
七
時
吋
ま
で

V
六
月
十
ニ
呂
予
の
神
山
但
山
内

で
午
後
混
線
か
ら
七
時
吋
ま
で

監覇醸盤轟轟覇軍~ a為

民
館

講
座

きもの議E齢、ら奴串;議長装までは耳支援またはハガキで，事Jl1吾阻までに
主主{草子星野紛34 t主主奈子市中央公安宅意書へお申しiるみください。

V
す
し
の
作
り
方
議
習
会
詩
六

月
十
五
E
H
午
前
十
二
時

l
午

後
一
時
ま
で
ひ
申
し
込
み
棚
掛

隠
は
六
月
十
詩
。
中
応
品
問

ω名

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

学
校
入
学
総
乳
幼
児
の
ツ
ベ

ル
ク
ザ
Y
氏
附
加
を
下
訟
の
k
お

れ
ツ
災
総
い
た
し
ま
ず
。

こ
れ
は
予
防
接
種
で
は
な
く

絞
侍
制
緩
蹴
去
最
棋
刊
で
す
の
で
、
待

相
骨
閥
間
体
也
、
総
数
々
区
刷
出
な
く
も

よ
り
の
会
場
で
一
人
時
間
ら
ず
必

ら
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

相
関
人
滋
相
鮒
は
さ
し
あ
げ
ま
せ

ん
が
、
幼
猿
闘
簡
で
蜘
党
総
し
た
殺

は
該
浅
い
た
し
ま
せ
ん
。

公
立
学
校
教
員

遊

底

検

査

緩
和
制
限
十
七
年
度
の
4
5
柑照時帰

八
九
点
学
校
教
長
の
浴
後
絵
官
活
安

次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

明

v検
遂
の
密
約
千
柑
間
接
公
立

学
校
の
持
拡
鴎
舛
を
古
品
描
制
す
る
品
唱

に
つ
い
て
、
材
開
悶
出
蜘
問
時
間
者
を

選
考
す
る
た
め
に
行
な
い
ま

ふ
9
0

wv
検
査
の
対
象
と
な
る
験
"
を
小

・
・
中
学
校
教
諮
問
、
守
点
ザ
‘
中
学

校
養
護
教
杭
閥
、
。
官
同
等
学
校

教
務

wv
後
験
資
格
隊
創
刊
十
六
年
問

n
n
二
百
以
降
に
中
一
ま
れ
た
翁

(
た
だ
し
、
小
学
教
諭
に
つ

い
て
は
、
開
問
山
朝
六
年
間
間
月
一
円

日
以
終
に
生
ま
れ
た
議
)

wv
検
ま
の
円
臨
時
吋
お
よ
び
渇
務

開
閉
山
相
関
十
七
年
六
月
十
八
口
H

午
務
八
時
一
ニ
十
分
か
ら
千
位
決

市
立
篠
崎
偶
中
学
校
で
行
な
い

ま
す
。

な
お
、
然
倒
制
に
つ
い
て
は
、

教
育
祭
鶴
見
会
学
校
教
管
係
ま
で

わ
。
問
い
合
わ
仏
吐
く
だ
さ
い
。
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